
山口県土木工事共通仕様書（令和５年 10 月改定） 改定概要 
 

１．主な改定内容 

【第１編共通編】 

 〇1-1-2 用語の定義 

27.工事写真 

「デジタル工事写真の小黒板情報電子化」の取扱いを追記。 

 〇1-1-19 建設副産物 

4.再生資源利用計画、5.再生資源利用促進計画 

資源有効利用促進法省令の一部改正に伴い、計画の現場掲示を追記。 

 〇1-1-24 施工管理 

9.不具合発生時の措置 

施工途中の不具合等が発生した場合の監督職員への通知を追記。 

〇1-1-41 保険の付保及び事故の補償 

4.法定外の労災保険の付保 

 法定外の労働保険の付保を追記。 

 〇1-1-45 石綿使用の有無 

石綿使用の「事前調査」について追記。 

〇2-4-1 一般事項 

14.伐開除根作業範囲 

古根株の除根作業の記述を変更。 

 〇3-6-5 締固め 

4.狭隘・過密鉄筋箇所における締固め 

狭隘・過密鉄筋箇所における締固めについて、詳細な施工方法を定

めることを追記。 

 

【第２編材料編】 

 〇2-3-1 一般事項 

1.適合規格 

道路用砕石、コンクリート用骨材等の規格を追加 

 

【第３編土木工事共通編】 

 〇1-1-3 監督職員による確認及び立会等 

6.段階確認 

日程調整を口頭等による連絡で行うことに変更。令和４年７月から

の試行を本運用とした。 

段階確認項目（地覆工、橋梁用高欄工）の追記 

 



〇2-3-2 材料 

4.路側防護柵工の材料 

 防錆・防食効果を追加する環境条件の記述を変更 

〇2-3-15 PC ホロースラブ製作工 

1.円筒型枠の施工 

 施工計画書への記載を追記 

〇2-3-25 銘板工 

3.橋歴板記載事項 

 記載事項を変更（橋梁の制作年月→完了年月） 

〇2-6-6 橋面防水工 

4.橋面防水工の施工 

施工に係る記述の追記 

〇2-6-7 アスファルト舗装工 

4.加熱アスファルト安定処理の規定 

中温化技術による混合物の記述を追記 

 

【第 10 編道路編】 

〇6-5-3 覆工コンクリート工 

11.横断目地 

目地形状の記述を追記 

〇7-3-6 受台工 

3.防錆処置 

施工に係る記述の変更 

 

【第 11 編下水道編】 

〇下水道土木工事必携の改定（2021 年度版）に伴う内容の改定。 

   

【第 12 編緑地公園編】 

 〇第３章緑地育成の追加。 

   

２．その他 

〇技術基準等及びＪＩＳの改定内容との整合を図る。 

〇適用すべき法令及び諸基準等の制定年月日等の変更。 

〇表現の適正化、表番号の見直し、語句の統一など 


